
公益社団法人 大阪府臨床検査技師会

平成 25年度第 5回（1月）理事会議事録

◇ 日　時：　平成 26 年 1 月 9 日（木）午後 7 時 00 分～同 7 時 50 分

◇ 会　場：　社団法人 大阪府臨床検査技師会事務所

◇　出席者：　運天、竹浦、吉本、荒木、田畑、井戸田、山田、酒井、栗本、山西、杉山、増田、

久保田、後藤、栗本監事、事務（岩﨑） 

◇ 欠席者：　高田、清水、出野、宮野、山中監事

◇ 議　長：　運天

【 討議内容 】

Ⅰ．行動報告（12 月分）

12月 1日　　大放技創立65周年・公益社団法人設立　記念式典・祝賀会

吉本

5日　　日臨技精度保証認定作業

竹浦

6日  　検査説明・相談ができる臨床検査技師育成企画担当者講習会

田畑

7日　  検査説明・相談ができる臨床検査技師育成企画担当者講習会

田畑

7日　  大阪臨床検査ISO15189研究会

             竹浦

8日　  検査説明・相談ができる臨床検査技師育成企画担当者講習会

田畑

8日　  大臨技公益社団法人設立記念祝賀会

運天、竹浦、吉本、高田、荒木、清水、井戸田、出野、山田、宮野、酒井

山西、増田、杉山、久保田、後藤、栗本監事

9日  　大阪府地域医療推進協議会

運天

10日   医療関連サービスマーク制度調査指導

田畑

11日　 日臨技精度保証認定作業

竹浦

11日 　豊中市衛生検査所精度管理調査

竹浦、清水

12日 　理事会

運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑、清水、井戸田、出野、山田、酒井、

栗本、山西、増田、杉山、久保田、後藤、栗本監事

13日　 医療関連サービスマーク制度調査指導

田畑
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17日　 渉外部会

吉本、清水、増田、杉山

17日 　学術部会

高田、宮野、山西

18日　 豊中市衛生検査所精度管理調査

竹浦

18日 　総務・会計部会

吉本、荒木、栗本、山田、久保田

19日　 情報組織部会

竹浦、山西、 杉山

19日　 地区事業部会

田畑、出野、 後藤

20日 　大阪府地域保健感染症課（谷掛氏）訪問

運天

25日 　豊中市健康福祉部保健所　森本主幹、玉本主査面談

運天

25日　 常務理事会

運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑

25日　 近畿支部学会準備委員会

運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑、清水、酒井

Ⅱ．経過報告

１．日臨技

　　今後の予定

1）日臨技情勢報告会

日時：平成 26 年 1 月 24 日 16：20～16：50、会場：フクラシア品川会議室

2）平成 26 年賀詞交換会

日時：平成 26 年 1 月 24 日 18：30～20：30、会場：LANDMARK SQUARE30 階、会費：3,000 円

3）平成 25 年度全国幹事連絡会議

日時：平成 26 年 1 月 25 日 9：20～12：30、会場：日臨技会館

4）日臨技理事会

日時：平成 26 年 1 月 25 日 13：00～16：00

5）連盟執行委員会

日時：平成 26 年 1 月 24 日 15：15～16：15、会場：フクラシア品川会議室 

6）近畿支部幹事会

平成 26 年 2 月 1 日開催予定

２．近畿支部学会準備委員会

・12 月 25 日に第 8 回委員会を開催した。（詳細は、「Ⅲ他、報告」参照）

３．事務局

〈総務部〉12 月 18 日（水）に部会を開催した。
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　・　大臨技行事ブッキング対応策（スケジューラー）について検討した。

・　大臨技登録学生（oems）制度細則（案）について検討した。

・ 教育施設への入会案内配布について検討した。

・ 平成 26 年度大臨技会員証について検討した。

・ 大臨技ニュース 12 月号を発行した。

・ 大臨技ホームページを更新した。

〈会計部〉12 月 18 日（水）に部会を開催した。

　・　11 月度収支決算書を作成した。

・　事務員 12 月分給与を送金した。

〈渉外部〉12 月 17 日（火）に部会を開催した。

　・　下記の日臨技公益委託事業について報告等を行った。

　　①　HIV 予防啓発講演会（11 月 30 日（土）15：00～17：00、日本医療学院専門学校）について進

捗状況を報告した。

　　②　がん検診フォーラム（平成 26 年 3 月 15 日（土）14：00～17：00、大阪府医師協同組合本館 8

階）について進捗状況を報告した。

　・　大放技・大臨技合同フォーラム（平成 26 年 1 月 18 日（土）14：00～16：45、大阪府医師協同組

合本館 8 階）について進捗状況を報告した。

　・　献血推進活動（2 月 15 日（土）10：00～16：30）について検討した。

　・　来年度の事業および予算について検討した。

４．事業局

〈情報組織部〉12 月 19 日（木）に部会を開催した。

・　第 30 回技師長会について討議した。

〈地区事業部〉12 月 19 日（木）に部会を開催した。

　・　施設連絡者会について討議した。

　　　　開催日：平成 26 年 3 月 29 日（土）、場所：大阪産業創造館

内　容：保険点数改正について（アルフレッサ(株)　 四野宮　敬彦）

検査説明・相談ができる臨床検査技師育成企画に関する件（大臨技　田畑）

　・　検査説明・相談ができる臨床検査技師育成企画講習会について討議した。

〈学術部〉12 月 17 日（火）に部会を開催した。

　・　第 9 回学術講演会の内容について検討した。

　・　来年度の予算と企画について検討した。

　　　

Ⅲ　他、報告

１．大阪府・大阪市衛生検査所精度管理専門委員について（運天会長）

　　大阪府および大阪市の新規・衛生検査所精度管理専門委員として下記の会員を推薦した。

・　大阪市：三原勝利氏（星ケ丘厚生年金病院）、増田詩織氏（近畿大学医学部附属病院、大臨技理

事）、出野憲由氏（大阪労災病院、大臨技理事）

・　大阪府：奥井靖子氏（大阪市立大学医学部附属病院）、宇津野美弥子氏（南大阪病院）、杉山昌

晃氏（市立岸和田市民病院、大臨技理事）

２．大臨技行事ブッキング対応策（スケジューラー）ついて（栗本理事）
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　　ブッキング対応策として、GoogleカレンダーとAipo を使用する 2案について検討中であるが、

当面は Googleカレンダーの使用を中心として検討し、平成 26 年 3 月までに決定する予定である。

　現状は、会員専用サイトのカレンダーの使用をお願いする。

３．大臨技登録学生（oems）制度について（吉本副会長）

　　　各教育施設に対し、1 月中に大臨技登録学生の募集依頼状を学生向け案内文書と申請方法説明文

書と共に送付する。

　　　大臨技登録学生カードのデザイン案については、現在検討中である。

４．平成 26 年度秋の叙勲・褒章候補者（衛生分野）の推薦について（吉本副会長）

平成 26 年度秋の叙勲候補者として当会より、元大臨技副会長ならびに現大臨技名誉会員の小寺

健一氏を大阪府に推薦した。

５．平成 26 年度大臨技会員証について（吉本副会長）

・　平成 26 年度大臨技会員証について、コスト削減のため作成業者を変更した。

・　会員に向けての第一回目の発送は、今年度と同じく 4 月中となる。

・　今年度会員証からの変更点として、

①　会員証から近臨技マークを削除した。

②　会員証についての説明文書から近畿一円の各府県技師会が行う研修会等への参加時に提示が

必要であることの表記を無くした。

③　発送方法を封書からハガキによる方法に変更した。

④　会員証の基本色を、日臨技冊子「医学検査」の今年の色であるピンク色とした。

６．第 7 回「平成 27 年度日臨技近畿支部医学検査学会」準備委員会について（酒井理事）

12 月 25 日に第 8 回委員会を開催し下記について討議した。

　１）学会テーマについて

　　　　前回までの学会データを参考に、学会テーマ案を役員より 2 月理事会までに提出してもらうこ

ととした。

　２）会場設営時間について

　　　　学会前日（10 月 16 日(金)）は、13 時～21 時まで準備時間を設ける。学会 1 日目（10 月 17 日

(土)）については 10 時もしくは 11 時開始とし、学会 2 日目（10 月 18 日(日)）は、16 時に終了予定

とする。

　３）学会受付方法について

・参加受付、演者受付については、すべて学会コーディネート会社にお願いする方向で検討する。

・参加受付は日臨技会員ほか、学生・賛助会員、日衛協、検査医学会、チーム医療受付をそれぞれ

設置し受付を行う。

　　　・日臨技受付は 5か所設け、機材（PCおよびバーコードリーダー）をレンタルする方向で検討す

る。

　４）協賛品について

学会ポスター、学会袋、ネームホルダー、通信用封筒などの備品は協賛メーカーにお願いするこ

ととし、平成 26 年度当学会担当の兵臨技の動向を踏まえて依頼する。

　５）３団体同時開催について

・抄録およびプログラムは、3 団体一緒にすることで進める。

・3 団体による準備委員会開催予定の 3 月までに大臨技側の案が出せるよう検討する。
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　　　・プログラムも一緒にすることで検討する。

７．来年度予算について（荒木常務理事）

　　平成 26 年度予算案を 2 月 8 日（土）までに提出することとした。

８．その他

　１）平成 26 年度事業計画案について

　　　大臨技ニュース 3 月号に掲載するため、平成 26 年度事業の総括および各部の事業計画案を 2 月

1 日（土）までに山田理事へ提出することとした。

　２）平成 25 年度日臨技全国幹事連絡会議での質問および要望事項について

1 月 25 日に開催される標記会における大臨技からの質問および要望事項を下記の通りとした。

　　①　質問事項

　　　・日臨技会員は都道府県技師会会員が前提との定款変更の要望に対する進捗状況の確認

　　　・日臨技と都道府県技師会との役割分担について

　　　・生涯教育推進研修会助成金の今後について

　　　・検査説明・相談のできる臨床検査技師育成における予算について

　　　・全国検査と健康展の開催の開催経緯について

　　②　要望事項

　　　・日臨技公益委託事業の継続

　　　・支部学会運営費の増額

　　　・国民医療費助成金の復活

　　　・日臨技と都道府県技師会の連携体制の復活

　　　・日臨技生涯教育における参加登録の有効期限の延長

Ⅳ．議　題　

１．組織運営規程案について（吉本副会長）

　　　前回の理事会で提案された公益社団法人に準じた組織運営規程案が承認された。

主な変更点は、地区名称の変更、役員候補者選出委員会の制定、審査委員会の廃止、各

部事業の追加・変更等。

２．平成 26 年度「小島三郎記念技術賞」及び「福見秀雄賞」の推薦依頼について（吉本副会長）

　　　大阪府を通じ依頼のあった平成 26 年度「小島三郎記念技術賞」及び「福見秀雄賞」の推薦依頼につ

いて、該当者がいる場合、1 月末までに黒住医学研究振興財団ホームページより推薦用紙をダウンロ

ードし必要事項を記載の上、吉本副会長まで提出することとした。

３．その他

　１）共催申請について（井戸田理事）

第 25 回 糖尿病療養指導士講演会（平成 26 年 7 月 21 日開催）の共催による事業開催の申請が

あり、承認された。

以上
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